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第第第

Ｒ
Ｅ
Ｆ
第
二
十
六
期
中
間
報
告
会
が
二
月
八
日

木
）
県
民
会
館
三
〇
五
・
三
〇
六
号
で
開
催
さ
れ

。 今
回
は
「
地
盤
」
「
交
通
」
「
緑
」
「
地
象
」
の

分
科
会
か
ら
こ
れ
ま
で
の
活
動
及
び
総
会
に
向
け

の
方
針
が
報
告
さ
れ
た
。 

児
玉
会
長
か
ら
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
李 

泰
榮
氏
の

会
の
下
、
各
発
表
時
間
五
分
、
質
疑
二
分
の
時
間

容
で
そ
れ
ぞ
れ
の
分
科
会
が
発
表
を
行
っ
た
。
ま

報
告
後
に
脇
本 
幹
雄
氏
の
総
評
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ

の
発
表
が
さ
ら
に
今
後
発
展
す
る
だ
ろ
う
と
思
わ

た
。 

報
告
会
終
了
後
、
別
室
に
て
懇
親
会
が
開
か
れ
、

本 

倫
章
氏
の
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
司
会
の
下
、
様
々

方
の
ス
ピ
ー
チ
を
交
え
な
が
ら
、
終
始
和
や
か
な

囲
気
で
会
員
相
互
の
交
流
が
深
め
ら
れ
た
。 

【
交
通
分
科
会
】 

発
表 

小
塚 

み
す
ず

講
評 

三
田
村 

佳
紀

「
地
方
鉄
道
の
価
値
に
関
す
る
研
究
」 

  

交
通
分
科
会
で
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
全

国
に
存
在
す
る
地
方
鉄
道
の
存
在
を
確
認
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
地
域
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
、
交

流
、
文
化
等
に
つ
い
て
、
現
地
調
査
の
報
告
を
共

用
す
る
。
特
に
今
期
に
お
い
て
は
積
雪
・
過
疎
地

域
に
焦
点
を
あ
て
、
キ
ー
ワ
ー
ド
分
析
を
通
し
て

そ
れ
ら
の
地
域
に
お
け
る
地
方
鉄
道
の
価
値
を
探

る
。

【
地
盤
分
科
会
】 

発
表 
 

林 

快
宗

講
評 

川
本 

義
海

「
地
盤
的
観
点
か
ら
見
た
安
心
居
住
の
地
は 

―
福
井
県
市
街
地
を
対
象
と
し
て
」

  

各
地
で
様
々
な
災
害
が
起
き
て
い
る
中
、
安
心

し
て
暮
ら
す
た
め
に
災
害
に
強
い
場
所
に
住
み
た

い
が
、
実
際
は
他
の
要
因
が
重
要
視
さ
れ
て
し
ま

う
こ
と
が
多
い
。
そ
ん
な
中
、
地
盤
的
な
安
心
観

点
を
重
要
視
し
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
、
地
盤
状
況
、
史
跡
な
ど
の
点
か
ら
安
心
居
住

の
地
を
探
る
。

会の辞を述べる酒井氏 会の辞を述べる酒井氏 

【
地
象
分
科
会
】 

発
表 

橋

 

栄
治

本

 

講
評 

林 
 

快
宗 

「
斜
面
に
形
成
さ
れ
た
住
宅
団
地
に
お
け
る 防

災
」 

  

昨
年
福
井
市
中
野
で
土
砂
崩
れ
が
起
こ
っ
た
。
こ

れ
は
福
井
豪
雨
と
は
異
な
り
、
人
口
斜
面
の
崩
壊
に

よ
り
発
生
し
た
土
砂
災
害
で
あ
る
。
こ
の
降
雨
特
性

を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
土
砂
災
害
が
発
生
し
た
地

区
が
斜
面
開
発
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
点
に
着
目
し
、

こ
の
地
区
の
安
全
性
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
る
。 

【
緑
分
科
会
】 

発
表 

道
久 

英
一 

講
評 

梅
田 

祐
一 

「
福
井
の
白
山
眺
望
景
観
○
○
景
の 

抽
出
と
分
析
」 

 
 

  

二
十
五
期
、
二
十
六
期
で
行
っ
た
も
の
を
ベ
ー

ス
に
今
期
に
お
い
て
は
本
テ
ー
マ
を
掲
げ
た
時
の

目
標
で
あ
っ
た
地
域
住
民
に
わ
か
り
や
す
い
広
域

的
景
観
計
画
策
定
の
ア
プ
ロ
ー
チ
手
法
と
し
て
の

眺
望
景
観
分
析
に
よ
る
計
画
立
案
手
法
の
可
能

性
・
効
果
を
探
る
た
め
に
調
査
研
究
を
行
う
。 懇談会の様子 

二二二
十十十
七七七
期期期
中中中
間間間
報報報
告告告
会会会
開開開
催催催  

第 27期中間報告会風景 



  

【
第
二
十
七
期 

幹
事
会
開
催
】 

  
第
二
十
七
期
第
四
回
幹
事
会
が
四
月
十
一
日
（
水
）
に

財
）
地
域
環
境
研
究
所
に
て
開
催
さ
れ
た
。 

（

 

ま
ず
、
各
分
科
会
に
お
い
て
中
間
報
告
会
以
後
ど
の
よ

う
に
活
動
を
行
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
の
現
状
報
告
が
な

さ
れ
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
ま
た
、
会
員
の
移

動
報
告
、
Ｒ
Ｅ
Ｆ
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行
な
ど
に
つ
い
て
も
意

見
が
提
案
さ
れ
た
。 

 

他
に
も
、
四
月
二
十
日
〜
二
十
二
日
に
行
わ
れ
た
国
内

研
修
、
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
、
Ｉ
Ｒ
Ｅ
で
行
わ
れ
た
ブ

リ
ュ
ッ
セ
ル
視
察
に
つ
い
て
の
談
話
会
の
開
催
時
期
な
ど

の
報
告
が
な
さ
れ
た
。 

【
福
井
県
内
の
ま
ち
づ
く
り
の
話
題
】 

  

福
井
市
中
心
部
再
生
・
活
性
化
に
む
け
た
、
駅
前
再
開

発
事
業
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、
「
Ａ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ａ
」
が
四
月
十

九
日
に
Ｊ
Ｒ
福
井
駅
東
口
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
民
間
の
商

業
施
設
と
、
行
政
関
係
の
施
設
が
混
在
す
る
総
合
施
設
で

あ
り
、
福
井
市
に
お
け
る
新
た
な
交
流
の
場
と
な
り
、
に

ぎ
わ
い
と
再
生
に
貢
献
す
る
施
設
と
し
て
の
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
オ
ー
プ
ン
直
前
に
２
Ｆ
フ
ロ
ア
の
核

テ
ナ
ン
ト
が
全
面
撤
退
し
、
フ
ロ
ア
の
全
面
変
更
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
２
Ｆ
フ
ロ
ア
の
開
業
が
七
月
に
ず
れ
込
む
と

い
っ
た
様
に
、
当
初
か
ら
躓
い
た
状
況
に
心
配
す
る
声
も

上
が
っ
て
い
る
。 

【
談
話
会
活
動
報
告
】 

  
 

第
六
十
八
回
Ｒ
Ｅ
Ｆ
談
話
会
が
一
月
二
十
四
日(

水)

福
井

県
職
員
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。 

 

今
回
は
Ｒ
Ｅ
Ｆ
第
二
十
六
期
国
内
研
修
に
参
加
さ
れ
た
橋
本

栄
治
氏
、
中
村
毅
氏
、
小
嶋
直
人
氏
、
服
部
正
秀
氏
、
林
吉
宗

氏
に
、
高
知
県
高
知
市
へ
の
研
修
の
報
告
を
行
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。 

  

高
知
研
修
の
概
要
報
告
の
後
、
各
報
告
者
か
ら
、
高
知
市
の

路
面
電
車
、
市
街
地
活
性
化
、
地
震
防
災
等
の
様
々
な
角
度
か

ら
み
た
、
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。
活
気
の
あ

る
駅
前
広
場
の
様
子
や
移
動
中
の
路
面
電
車
か
ら
の
風
景
等

の
上
映
が
あ
り
、
福
井
市
と
の
比
較
に
よ
る
両
市
の
違
い
の
原

因
に
つ
い
て
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。 
   

【
談
話
会
開
催
に
つ
い
て
】 

  

第
六
十
九
回
Ｒ
Ｅ
Ｆ
談
話
会
を
談
話
会
開
催
が
決
ま
り
ま

し
た
の
で
、
こ
こ
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

日
時 

… 
五
月
二
十
一
日
（
月
）
Ｐ
Ｍ 

七:

０
０
〜 

場
所 

… 
福
井
県
職
員
会
館 

２
０
５
号
室 

  

今
回
は
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
本
多
義
明
特
任
教
授
、
加
藤
哲
男

教
授
、
二
宮
年
久
氏
、
堂
本
博
滋
氏
を
お
招
き
し
、
昨
年
度
実

施
さ
れ
た
Ｉ
Ｒ
Ｅ
海
外
研
修
研
修
（
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
及
び
ス
ト

ラ
ス
ブ
ー
ル
の
交
通
・
都
市
計
画
・
景
観
）
を
テ
ー
マ
に
開
催

致
し
ま
す
の
で
、
皆
様
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。 

ま
た
、
取
り
上
げ
て
欲
し
い
話
題
・
提
供
し
た
い
話
題
等
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
幹
事
ま
で
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

第 68回 REF談話会の様子 


